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農業
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準絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅰ類

絶滅


農家数は10年間で3,910戸減少　経営耕地面積は1,354ha減少
2015年農林業センサス（平成27年）によると、農家数は２万3,983戸で、このうち自給的農家数は１万4,955 戸で農家数の62.4％を占め、販売農家数は9,028戸で農家数の37.6％を占めています。また、販売農家数を、専業・兼業別に見ると、専業農家は2,860戸(農家数の11.9%)、兼業農家は6,168戸(同25.7%)となっています。農家数は、10年前の平成27年と比べ3,910戸(14.0％)減少しており、うち専業農家は10年前と比べ260戸(10.0%)増加、兼業農家は2,984戸(32.6%)減少となっています。
また、経営耕地面積は8,456haで、10年前と比べ1,354ha(13.8％)減少しました。
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農産物

全国と比較して収穫量が上位の作物は、「しゅんぎく」と「ふき」
平成28年産作物統計調査によると、大阪府における「しゅんぎく」の収穫量は3,560ｔで全国第２位、「ふき」の収穫量は972ｔで同第３位、「みつば」の収穫量は664ｔで同７位，「ぶどう」の収穫量は4,910tで同７位となっています。
　　

	
	第１位
	第２位
	第３位
	

	しゅんぎく
	千葉　　  3,910
	大阪     3,560
	茨城     2,520
	

	ふき
	愛知　　  4,490
	群馬     1,340
	大阪       972
	

	みつば
	千葉　 　 2,790
	愛知     2,520
	茨城     1,680
	大阪　第７位　  664t

	ぶどう
	山梨     42,500
	長野    28,800
	山形    18,700
	大阪　第７位　4,910t


 
自然環境

府域の生物多様性の現状を評価　大阪府レッドリスト

「大阪府レッドリスト2014」は、絶滅のおそれのある自然環境保護上重要な野生動植物の種について、絶滅（府内では既に絶滅したと考えられる種）、絶滅危惧Ⅰ類（府内において絶滅の危機に瀕している種）、絶滅危惧Ⅱ類（府内において絶滅の危険が増大している種）、準絶滅危惧（府内において存続基盤が脆弱な種）、情報不足に整理してまとめたもので掲載種数は1,485種となっています。
2014年と2000年を比較すると、絶滅のおそれのある種（絶滅危惧Ⅰ類と絶滅危惧Ⅱ類）の増加が特に顕著な分類群は昆虫類で、65種から140種と2倍以上に増加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　



水産業

海面漁業経営体数は589経営体　5年間で79経営体減
2013年漁業センサス（平成25年）によると、海面漁業経営体数は589経営体で、これを市町別に見ると、岬町が109経営体で最も多く、次いで堺市（83経営体）、阪南市（78経営体）、泉佐野市（72経営体）となっています。
経営体数を前回調査の2008年（平成20年）と比較すると、対象12市町のうち、堺市のみが増加しています。




農家数及び経営耕地面積の推移





※　農家：経営耕地面積が10a以上又は農産物販売金額が15万円以上の世帯。


　　自給的農家：経営耕地面積30a未満かつ農産物販売金額が年間50万円未満の農家。


販売農家：経営耕地面積が30a以上又は農産物販売金額が50万円以上の農家。販売農家数＝兼業農家数＋専業農家数。


　　専業農家：世帯員のなかに兼業従事者が１人もいない農家。


　　兼業農家：世帯員のなかに兼業従事者が１人以上いる農家。


　　経営耕地面積：農林業経営体が経営している耕地。経営耕地＝所有耕地－貸付耕地―耕作放棄地＋借入耕地





［農林水産省　農林業センサス　表5－8参照］





大阪府の農産物収穫量(平成28年産)





（単位：ｔ）





［農林水産省　作物統計調査　表5-11　参照］ 





収穫量が全国10位以内のものについて掲載しています。





レッドリストに掲載された野生動植物の分類群別比較（2000、2014年）





（種）





注１　2014年の分類群のうち、合計数が上位５位までを掲載しています。


注２　2000年には、海洋生物、コケ植物の掲載はありません。





資料：府みどり企画課　「大阪府レッドリスト2014」





市町村別海面漁業経営体数





［農林水産省　漁業センサス　表5-23参照］





※調査期日前１年間に30日以上の海上作業を行った個人経営体が対象となります）








